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ー

ま

え

が

き

｜

広
報

「
あ
さ
ひ
」
の
附
利
川
卜
年
は
の
合
側
と
し
て
、
傑
遁
uh
r
日

ば
、
川
川
川
の
地
内
に
引
似
開
局
川
を
も
っ
、
い
ろ
い
ろ
な
日
公
げ
を

山
l
ソ
と
し
て
、
そ
の
引
務
、

世
筋
内
谷
川
T
d
を
制
介
す
る
こ
と
に

し
た
u

凶
係
外
仰
の
ご
協
h
M
を
お
願
い
す
る
次
出
。
ま
ず
そ
の

一

と
し
て
‘
明
け
川
地
内
に
附
け
以
一次
七
十
コ
．
年
の
長
い
暖
山
に
を
も

つ
M

円
以
ぷ
所
を
A

江
田
明
き
せ
る
こ
と
に
し
た
。

ι 

富
山
地
方
法
務
局

朝

日

出

張

所

－
（
泊
の
受
記
一的
）

l

一

一
川
わ
な
品
川
と
い
え
ば
．
山
似
の川川

一
日
校
の
山
川
M
U
、
衆
州
一」い
h
H

め
か
し
い
述

物
が
そ
れ
で
あ
る
一》

一

終
戦
後
三
依
汁
J
．で
決
別
仙
川
乃
川
口

－
を
は
な
れ
る
ま
で
、
合
色
の
柑
ρ
ζ
引

一
向
叫
が
い
か
め
し
く
邸
い
て
‘
な
け
ム
刈
F

一
ば
峨
を
♂
っ
て
い
た
，

ハ
帆

mf仰』地
恒併
の
”つ
え
か
ら
い
ぺ
と
、

州
J
1
川
川
以
宇
－h
’刊
し
・
日い
ハ
冷
地
亡
－m

川
一円
．
s

ハ
トィ．

l
d
一
！
、
パ

y
t一

一
借
り
受
け
て
昭
一げし
た
の
か
そ
も
そ
丈

一
の
始
ま
円
、
刊
二
ト
じ
年
十

一
月
・一．ト

一
川
県
庁
舎
に
拶
転
、
十
二
月
一

j
よ
り

一
げ
務
を
開
始
し
た

－

一

そ
の
こ
ろ
は
町
山
以
裁
判
所
的
山
仏

一
所
と
云
い
、
の
ち
向
一’作
区
北
叫
門
川
的
山

一
張
所
と
な
っ
た
。
そ
し
て
不
動
花
笠
記

一
%
の
税
務
を
山
政
う
ほ
か
に
、

m
mな

一
地
刈
が
判
引
の
山
曜
に
よ

っ
て
、
こ
の

一汀
A

市川

ρ
巾
で
り
な
わ
れ
た
の
で
、
今
も

一
そ
の
部
底
割
の
中
に
往
時
を
し
の
ぶ
お

一
む
か
げ
が
略
さ
れ
て
い
る
a

一

糾
戦
後
日
山
．
寸
法
引
務
川
川
山
怯
所

一
とわ
’切り
、
つ
い
で
昭
如
・・
L
1
・
ハ
年
同
山

一
也

μ法
務
仙
川
出
張
所
と
な
り、

間
利

一一

．
ト
九
年
判
日
町
誕
生
に
よ
勺
て
富
山

一
地
刀
法
務
川
明
日
山
川
張
所
と
刷
在
の
名

ひさあ（~~I詰~＆~.~t~rj） 第116号(I) 

出
店
J

に
な
っ
た。

－

waMM内
容
は

ト品川
政
章
一
必
に
よ
る
登
ぷ
出
務
と
不
動

内

η阪
恨
拐
を
行
な

っ
て
い
る
。

そ
の
内
山
け
を
大
別
す
る
と

一
、
不
動
経
（
土
地
、
盛
物
）
の
所
有

除
、
問
削
舵
の
公
認

．、

会
抗
、法
人
の
登
必
へ
主
務
づ
け〉

．．
 

、
柏
朝
、
花
木
、
股
策
動
産

川
、
げ
て
わ
他
待
問
羽
川
、
日父
通
問
問
、

J3必
法
山
間
川

十相乙
で
あ
る
。
そ
し
て
川
向
け
す
る
民
域

斗
川
町
外
ぃ
ハ
カ
付
、
今
川
nu
例
川
町
の

は
・
城
で
あ
る
。

川州
一代‘
．主
任
H
市
川
山
同
川
重
一
家
氏
以
米
三

i
一
代
今
日
の
北
野
百
市
長
に
宅
っ
て

、
あ
V3

農
地
開
放
以
．
米
取
扱
件
数
は
飛
寵
的

に
ふ
え
、
土
地
建
物
の
登
記
件
数
三
千

件
、
そ
の
他
は
わ
ず
か
に
百
五
卜
件
余

に
な

っ
て
い
る
。

旭日
通
司
法
問
士
、

土
地
建
物
調
査
土

の
窓
U
を
通
じ
て
学
務
処
理
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
同
幌
に
登
記
所
を
訪
ね
、

ご
相
談
あ

っ
て
ほ
し
い
と
は
所
長
さ
ん

の
弁
。

こ
の
長
い
係
史
を
も
っ
掛
物
も
近
く

と
η
こ
わ
さ
れ
、
町
が
得
附
を
叩
し
山

て
い
る
的
駅
前
三
百
工
場
の

一
隅
に
現

代
也
築
の一打
合
が
建
設
さ
れ
る
予
主
で

あ
る
。写

真

H
泊
の
登
記
所

mニ
回
朝
日
町
譜
A

安
定
例
会

・4
．
円
九
日
明
日
町
議
会
議
場
に
招
集

開
会
午
前
十

一
時

会
問
の
決
定
H
九
日
よ
り
二
十
日
ま
で

町
長
の
胤
政
均
針
及
び
提
案
理
由
説
明

間
利
同
十
厚
宣
明
円
町
予
算
の
太
綱
泊

1
4

「細
部
説
明

1
J’
H
｝
本
会
議
士
般
質
問

l
－－

l
』

｛質
挺
応
符

十
五
日
建
設
委
員
会

十
六
日

産
業
委
員
会

十
七
日
戸
厚
生
し委
品
会

十
八
日
』

、l
l
J
O

十
九
日

総

務
安
付
会

一
）
－

o

て
十
H

ぶ
会
議
再
開

－

6
・一

午
前
中
は
協
議
会
開
陣
取
、

一
，
、
一

午
後
年
会
議
を
再
開

－

c
一

作
常
任
蚕
臼
長
よ
り
得
議

一
凶
』
一

綿
製
の
綴
併
が
あ
っ
て
J
治

一
．4
1
－

民
法

－
h
E
一

括
F
の
県
議
が
あ

っ
た
が

－
4
コ
一

八
十
議
後
に
対
し
、
代
成
多
数

一－

E
一

で
以
後
ど
お
り
イ
決
さ
れ
る

一
－
二
野
一

本
・
疋
例
会
に
お
け
る
付
議

f
l
i
L

案
件
は
、

間
和
四
十
年
度
朝

日
町
一
般
会
計
予
算
案
を
は
じ
め
、
特

別
会
計
予
算
十
二
件
、
阻
和
三
十
九
年

度
川
明
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
泊

病
院
特
別
会
川
補
正
予
算
そ
の
他
条
例

の
改
正
な
ど
あ
わ
せ
て
三
十

一
件
と
三

件
の
決
議
が
行
な
わ
れ
る
。

後
件
の
内
人
事
関
係
で
は
、

川
口
町
同
定
資
産
評
価
得
椛
委
員
会
安
白

市
下
島
源
成
氏

（常
崎
日
才
）
を
同
意

決

議

が

項

①
山
附
制
似
川
附
恩
期
実
刑
判
に
附
す
る
要
望

決
議

⑦
早
場
米
奨
励
措
置
に
凶

rる
決
議

③
引
崩
者
在
外
私
有
財
産
補
償
処
理
促

進
に
関
す
る
要
望
決
議

，，，， ，， ク。

。，ι
n
b
q
u



昭和 40年 4月 10日
月刊（毎月10日発行〉ひさあ（塁強鎚易会員）第116号 (2) 

こ
乙
に
三
月
定
例
議
会
を
招
集
し
て
昭

和
四
十
年
度
の
会
計
予
昨
の
鵠
識
を
お
願

い
し
、
併
せ
て
こ
の
予
算
に
関
係
を
持
つ

諸
条
例
の
改
正
の
件
に
つ
き
と
検
訓
を
お

願
い
申
し
あ
げ
た
次
市
で
あ
り
ま
す
4

前
年
度
中
に
お
い
て
は
小
臓
不
明
の
た

め
工
場
誘
致
に
か
ら
み
、
ヤ
ギ
シ
タ
会
社

問
題
に
終
始
し
、
議
員
各
位
並
び
に

一
般

住
民
に
も
ご
迷
惑
を
か
げ
ま
し
て
陳
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

そ
の
う
え
、
ヤ
ギ
シ

E
T
E

タ
会
社
の
当
町
が
受
け

a司－
L
4

た
被
苫
品
川
サ
に
関
す
る
削

』
同
d
翫
い

償
問
題
に
つ
き
ま
し
て

J

1

は
、
年
度
末
を
控
え
て

崎

柄

本

い
ま
す
が
、
そ
の
ま

tuu

を
見
ず
な
お
交
渉
中
に

幅

削

村

め
る
こ
と
は
遺
憾
に

H

F
巳

し
ま
す
が
、
相
手
方
の

R
C
K
F
事
情
佐
ぴ
に
川
掛
紅
の
役

E』
I

凸
の
誠
・
必
を
も
考
砲
し

d
J

畏

止
h
u
を
紳
ざ
る
こ
と
と

H
H
町

考
え
出
米
る
だ
け
厚
別

ur
自

に
脱
決
し
た
い
と
怠
願

a
N
朝

し
亡
い
る
の
で
あ
り
ま

昭

…
す
そ
の
震
に
つ
い
て

は
各
方
面
の
人
に
も
ど

尽
力
を
願
い
、
各
位
並

ひ
に
町
民
の
納
得
の
行
け
る
よ
う
に
と
初
．

力
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
少
叫

の
ご
猶
予
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近

ω社
会
状
勢
立
び
に
経
済
事
情
は

町
財
政
の
面
に
も
大
き
な
影
轡
を
も
た
ら

し
、
狭
あ
い
な
地
区
の
み
で
の
発
展
生
．
長

は
な
か
な
か
困
難
な
状
態
を
痛
感
し
広
域

地
域
開
発
と
い
う
見
地
か
ら
近
接
市
町
と

も
緊
密
な
連
絡
提
携
の
も
と
新
国
道
八
丹

線
の
盤
備
促
進
に
、
悶
鉄
品
臨
本
線
の
川
以

綜
唱
他
の
川
V
』
進
‘
出
叫
ん
山
川
い
則
附
化
・

自
動
化
の
早
期
実
現
、
富
山
地
方
鉄
道
の
胞
す
る
こ
と
に
な
こ
』い
る
が
、
地

銀
東
乗
入
れ
咋
の
実
現
に
努
力
い
た
し
た
屯
と
し
て
・
乞
必
安
度
に
応
じ
説
貨
を

く
樗
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
議
問
題
仇
開
削
す
る
問
む
が
あ
る
，

庁
今
回
各
悦
の
発
想
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
エ
工
場
活
穴
に
閲
し
て
は

ょ
う
と
し
て
い
る
県
東
地
域
議
員
協
議
会
！
日
政
紡
制
泊
工
場
か
新
鋭
機
械
的ー

に
も
期
待
を
持
ち
、
将
来
の
大
き
な
ピ
ジ

附

設

を
計
画
し
て
お
ら
れ
る
が
、
将

ヨ
ン
の
実
現
の
可
能
性
を
信
ず
る
わ
け
で

来
の
計
闘
と
も
関
連
し
て
町
自
体
の

め
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運
動
と
も
関
係
探
協
力
も
あ
る
程
度
必
要
な
条
件
も
起

く
閲
期
中
に
低
開
発
工
業
地
域
の
第
三
次
こ
る
か
と
思
い
、

一町
駅
前
工
場
用
地

指
定
を
受
け
る
こ
と
に
も
相
成
る
と
思
い
と
し
て
確
保
し
た
敷
地
は
そ
の
折
代

ま
す
が
、
入
普
と
朝
日
が
黒
東
地
域
の
聞
笛
地
と
し
て
利
用
し
た
い
と
も
汚
え

宛
に
一
段
と
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
も
な
て
い
る
。

り
鹿
賀
に
胤
え
ま
せ
ん
。
当
町
の
本
年
度

4

阿
川
市
計
画
引
業
の
実
胞

に
お
け
る
重
要
な
施
策
の
大
網
に
つ
い
て
イ
単
野
、
大
家
庄
線
の
応
市
計
回
街

述
べ
て
み
ま
す
れ
ば
先

ず

、

路

事

業

は

本

年

こ

れ

を
継
続
実
施
し

ト

農

山
村
対
策
と
し
て
の
事
業
を
後
進
一
こ
の
路
線
の
完
成
を
団
り
た
い
。

し
た
・
ト・
v

ロ

な
お
下
水
路
．
ド
混
と
し
て
、
前
年

イ
行
じ
山
村
振
興
林
道
開
発
引
業
と

ほ
一
施
行
し
た
も
の
に
続
い
て
本
年
も

し
て
外
活
・
前
畠
線
の
実
施
に
4

一一た
り

定
一
胞
に
当
り
た
い
。

た
し
：

山
林
が
大
部
分
を
占
め
る
川

急

町
a
J
1

山
病
院
の
改
築
計
柴
山
午
M
T

N
・

’～
お
い
て
は
林
道
の
開
設
の
必
泣

肥
後
で
あ
る
町
J
．
的
病
院
の
改
築
下
来

性
を
す
分
認
識
し
て
社
副
件
を
も

っ

は．

一年
計
川
闘
で
継
続
が
淀
と
し
て
似
生

て
そ
の
実
施
に
当
た
り
た
い
と

J

、二
一

符
の
汲
H
仙
を
山
川
ら
れ
れ
ば
、
hA
年いわ
l

て

い

る

。

し

た

い

c

ロ
黒
部
川
冷
水
害
並
び
に
統
治
L

担

保

ら

防
災
、
治
山
等
に
関
す
る
必
業
促
進

事
業
の
促
進
と
小
川
沿
岸
用
排
ぶ
改
イ
憎
出
以
食
対
策
に
つ
い
て
は
、

テ

良
事
業
の
調
査
設
計
を
す
す
め
た
い
ト
ラ
ポ
ッ
ト
の
補
給
、
増
強
、
監
防

ハ
農
業
構
造
改
善
事
業
は
継
続
縦
進

の
強
化
等
、
国
家
事
業
と
し
て
の
似

し
将
来
の
牒
業
施
策
に
一
新
機
軸
を
単
に
当
た
・
り
、
防
削
林
中
d

の
ぷ
凶
・も

つ
く
り
た
い
。

縦

枇

引

業

と

し

て

尖

施

し

た
い
。

Z

資

源

開

宛

の

部

業

促

進

ロ

河

川
治
水
、
治
山
引
法
の
災
出
血

イ
電
磁
開
発
に
関

し

て

は

本

年

度

は

川

3
、
同
町
、
国
の
事
，宋
と
し
て
促
進

電
力
会
社
が
下
流
発
電
の
基
地
を
黙
を
悶
る
。

部
川
の
東
か
西
か
の
調
査
期
に
入
り
以
上
は
専
ら
地
域
開
発
的
な
出
と
し
て
特

い
よ
い
よ
実
現
の
可
否
を
決
定
す
る

軍
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
が
業
の
概
略

重
要
な
時
期
で
あ
り
、
そ
の
促
進
を
を
予
算
面
で
、
先
約
し
ま
す
と

関

り

た

い

。

ト

一
般
官
理
万
而

ロ
犬
然
ガ
ス
聞
発
事
業
も
山
町
は
当
初

ω
人
件
関
の
噌
傾
は
止
h
u
を
得
ざ
る

予
算
に
相
当
制
川
上
し
初
変

ρ
似

を

似

向

で

あ

り

地

肢
を
し
た
が
、
刊
に

ま
っ
て
人
ー
に
に・
ω処
r
k
p
J
止

な

正

帆

い

い卜川

uw．K
4ンし・
．v
J

れ
仁
な
山

し
、
自
蔚
自
成
を
も

っ
て
事
務
能
率

の
増
進
を
凶
る
よ
う
職
員
の
指
導
に

当
っ
て
い
る
。
択
の
よ
う
な
条
件
が

本
年
度
人
件
費
の
増
額
の
大
部
分
と

な
っ
て
い
る
。

イ
学
校
給
愈
関
係
調
毘
員
の
定
数
化

に
伴
な
う
増
額

ロ
山
崎
保
育
所
地
設
に
伴
う
定
数
地

に
関
す
る
増
額

ハ
前
年
度
ベ

ー
ス
改
定
を
実
施
し
た

も
の
に
対
す
る
平
年
度
化
に
伴
な
う

増
額

聞

朝

日
町
合
併
後
、
満
十
年
を
経
た

の
で
第
二
期
町
づ
く
り
の
見
地
か
ら

町
庁
舎
の
新
築
を
計
画
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
段
階
に
入
っ
た
の
で
、
本
年
中
に

は
位
慌
並
び
に
庁
舎
建
設
を
縦
一る
必

要
が
あ
り
調
査
費
を
計
上
し
た
。

Z

土
木
事
業

ω
迫
路
舗
装
に
つ
い
て
は
県
川
昭
事
業

と
し
て
も
相
当
監
の
配
慮
が
得
ら
れ

こ
の
促
進
を
は
か
り
た
い
。
事
い
富

山
、
新
潟
岡
県
で
大
平
と
上
路
を
結

ぶ
永
久
婿
構
築
が
な
さ
れ
る
こ
と
は

乙
れ
ま
た
感
謝
に
堪
え
な
い
。

凶
都
市
計
画
面
で
は
前
述
の
二
事
業

を
実
施
し
、
次
年
度
の
も
の
に
つ
い

て
は
十
分
検
討
し
て
み
て
実
施
案
を

作
製
し
た
い
。

qψ

尚
防
に
附
し
て
は

ω
一
応
機
械
の
装
備
に
閲
し
て
は
究

成
し
た
の
で
消
火
栓
の
新
設
等
泊
防

施
設
の
充
実
を
図
り
た
い
。

4

民
生
関
係
で
は

ω
泊
第
三
保
育
所
の
新
設
を
図
り
、

町
が
合
併
後
計
画
し
て
い
た
朝
日
町

全
地
践
の
保
育
施
設
の
完
成
を
期
し

た
い
。

ω
東
部
術
生
処
即
組
合
の
設
蹴
や
噌

H

何
処
間
以
J
f拠
点
に
よ

っ
て
創
部
術

n
J』
守
’

z
n
H
U

生
面
で
町
の
美
化
並
ひ
に
浄
化
作
業

が
行
な
お
れ
て
い
る
が
更
に
強
化
し

寄
生
虫
の
駆
除
等
に
も
必
ほ
を
払
い

た
い
。

ω
公
営
住
宅
mu
十
側
新
築
に
よ
る
絞

町
団
地
の
完
成
を
見
た
く
県
へ
申
請

中
で
あ
る
が
、
割
当
が
決
定
し
た
な

ら
ば
予
算
化
し
た
い
と
思

っ
て
い
る

与
産
業
関
係
事
業
と
し
て
は

ω
農
薬
の
空
中
撒
市
に
よ
る
産
米
繕

産
計
画
事
業
は
前
年
に
引
続
き
実
施

し
た
い
。

間

前

述

の
間以
山
村
引
業
対
策
と
し
て

の
製
薬
は
促
進
し
た
い
。

ω
宮
崎
漁
港
修
築
学
業
は
前
年
に
引

続
き
ゅ
川
画
完
成
年
皮
な
の
で
こ
れ
を

笑
施
し
た
い
c

凶
浅
海
増
・
拍
MUFF
4
5
一は近－
M
に
お
け
る

漁
族
減
少
の
き
ら
い
に
あ
る
鼠
近
は

特
に
必
安
性
を
桁
略
し
て
い
る
。

間
商
工
業
福
山ド桜
川
則
前
と
し
て
そ
の

育
成
に
も
考
闘
を
払
い
た
い
c

的
観
光
由
で
は
特
に
兆
ア
W
プ
ス

い

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
計
闘
の
促
進
に
当
り

た
く
、
臓
山
観
光
道
路
に
つ
い
て
は

地
元
の
凶
刀
が
得
ら
れ
れ
ば
そ
の
実

現
を
図
り
た
い
。

F

仏
教
育
関
係

ω
学
校
教
育
刷
で
は
施
川
出
掛
業
の
雄

築
費
の
予
卸
化
を
し
、
本
年
は
・
も
っ

ぱ
ら

一
般
附
品
の
必
附
及
び
特
に
教

栢
備
仙
の
充
実
を
者
え
、
教
湾
施
説
、

設
備
の
允
実
に
力
点
を
闘
い
た
。

ω
社
会
教
内
に
つ
い
て
は
宵
年
学
級

婦
人
学
級
に
重
点
を
艦
き
家
陸
教
育

学
級
の
凶
訟
を
考
慮
し
た
。

ω
朝
日
町
護
部
派
出
所
の
改
第
が
県

事
業
と
し
て
社
附
さ
れ
て
お
り
、
九

月
予
昨
で
北
上
さ
れ
る
比
泊
し
が
強

く
そ
山
静
．
私
し
た
加
地
、
組
物
を
ぷ
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り
受
け
一
時
公
民
館
と
し
て
利
用
し

た
い
考
え
を
持
っ
て
い
る
。

ー
行
政
区
固
に
関
し
て
は
国
勢
調
査
の

地
行
前
に
県
の
袈
請
も
あ
り
、
話
し
合

い
の
場
を
促
進
し
、
も
し
決
定
完
了
が

困
難
な
ら
ば
、
未
定
は
未
定
で
納
得
の

い
く
処
置
を
講
じ
さ
せ
た
い
。

つ
い
で

一
般
会
計
の
予
算
内
容
の
概
略

説
明
に
う
つ
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

本
年
は
事
業
面
で
は
幾
分
切
り
つ
め
た

も
の
に
な
り
ま
し
た
が
、
施
越
事
業
等

も
予
算
化
し
建
全
財
政
と
い
う
江
場
を

根
幹
と
し
て
予
算
を
創
成
し
た
が
、
事

業
が
先
行
し
て
い
た
点
で
止
む
を
得
ぬ

こ
と
は
ど
了
承
願
い
た
く
、
本
年
度
の

一
般
会
計
予
符
総
稲
は
二
九
八
、
四
九

六
千
円
前
年
度
の
当
初
二
四
九
、
六
一

六
千
円
に
比
較
し
て
四
八
、
八
八

O
千

円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

税
制
改
革
の
結
果
当
年
は
税
収
入
総
額

が

一
一
O
、
五
四
七
円
と
な
り
、
削
年

度

二

一O
、

二
ニ
五
千
円
よ
り
九
、

五

八
八
千
円
の
減
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。こ

れ
は
本
年
度
特
に
税
制
改
革
に
よ
り

住
民
の
説
負
担
の
軽
減
と
均
衡
侶
を
図

る
た
め
に
町
民
説
を
本
文
万
式
に
改
め

た
こ
と
に
よ
り

ご
二
、
六
九
五
平
円
の

滅
と
な

っ
た
が
、
乙
の
減
組
は
減
税
補

て
ん
債
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
い
る
。

こ
の
他
旬
以
ガ
ス
説
で

て

（
ペ
パ
〕
千
円
の
減
を
見
込
ん
で
い

る
が
、

悶
定
資
産
税
に
お
い
て
二
、

一

O
二
千
円
、
糟
草
消
費
税
に
お
い
て
は

二、
三

Q
U千
円
、
軽
自
動
取
税
ニ
ス
五

千
円
、
市
小
利
地
益
税
五
三

O
千
円
の
増

と
な

っ
て
い
る
た
め
実
質
的
に
は
前
年

度
よ
り
増
収
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

乙
れ
を
み
別
に
巾
し

k
げ
ま
す
れ
ば
、

政
人
聞
の
町
脱
が
仰
述
の
と
お
り
で
あ

ひさあ（要？差益品~；~~~） 第1 16号(3) 

る
が
、
地
万
交
付
税
が
．
h
．h
、
C
’L
．
＼
i

円
、
分
担
金
及
び
負
担
金
が

一
八
、

九

O
千
円
、
使
用
料
及
び
手
数
料
日
、

一三一
一JU
千
円
、
国
廊
支
出
金
が
で
・
μ、

二
百
四
千
円
、
県
支
出
余
三
九
、
万
三

二
千
円
、
財
産
収
入
が

一
O
八
千
円
、

寄
附
＆
一

、
八

O
六
千
円
、
活
収
入
八

三
八
千
円
、
町
前
一一

て

九

C
Oギ
円

繰
越
金
一
千
円
と
相
成
る
の
で
あ
り
ま

す。長
出
閣
で
は
と
れ
ま
た
款
別
で
見
ま
す

と
き
、
議
会
鈍
八
、
O
一
九
千
円
、総
務

費
五
二
、
一一
．0
八
千
円
、
民
生
筒
コ
一べ、

五
七
七
千
円
、
術
体
搬
九
、
三
九
八
千
円

労
働
費

一一

、
五
八
九
千
円
、
位
体
中
小

川
町
業
費
六

O
、
九

O
七
千
円
、
殉
七
間

二
、
九

一一
九
千
円、

土
木
費
一一一六、

九
六
千
円
、
消
防
費
九
、
五
七
七
千
円

教
育
質
問
四
、
二

一
三
千
円
、
災
害
出

旧
費
．． 
、
二
九
一
千
円
、
公
債
費
二

一

、
パ
ベ
一－一千
円
、
消
支
出
金
．

下
川、

予
備
貨
中
ハ
二
阿
千
円、

A
二
九
へ
、
川

九
ぃ
ハ
千
円
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
コ

日
叫
ん
ぷ
北
で
は
叫
け
川
向
民
陛
凶
保
健

特
別
会
計
は
践
入
以
出
そ
れ
ぞ
れ
合
計

五
八
二
二
七

一
千
円
と
な

η
ま
す
が
、保

険
説
で
六
、
九
五
一
千
円
を
前
年
度
に

出
較
し
て
増
額
を
し
国
庫
支
出
金
に
し

ま
し
で
も
負
担
金
で
四
、
八
三
七
千
円
、

補
助
金
で
五
一
二
千
円
の
増
を
凡
で
も

な
お
問
、

ハ
ハ
×
υ千
円
の
赤
字
を
見
る

の
で
町
総
出
し
に
当

ω：
ペ
ペ
む
下

円
を
川
上
し
た
が
同
制
改
正
案
等
の
内

容
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
更
に
町
一
般
会

計
予
算
面
の
補
正
で
三
、

0
0
0手
円

を
昆
ね
ば
な
ら
ぬ
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
当
た

勺
て
ζ

医
療
賃
値
上
げ
等
の
問
題
は
非
常
に
地

万
財
政
削
で
危
機
を
見
て
い
る
わ
け
で

こ
れ
は
国
家
的
な
問
題
で
あ

η
、
各
市

町
村
の
附
み
で
も
あ
り
ま
し
て
、
一
般

会
計
よ
り
の
繰
出
し
は
止
む
を
得
ぬ
と

思
い
ま
す
。

次
は
悶
保
診
療
施
設
の
大
家
庄
診
療
所

は
予
興
計
五
、

J
Z
ハ
O
千
円
、
笹
川
珍

掛
所
は
予
算
計

一
、
三
五

O
千
円
、
宮

崎
診
療
所
は
予
算
計
二
、
四
三
八
平
円

筑
診
療
所
は
予
算
計

一
、
六
九
五
午
円

山
崎
診
療
所
は
予
椋
計
二
、
八
五
五
千

円
と
な
り
ま
す
。

泊
病
院
特
別
会
計
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
一
九
五
、
O
二
六
千
円
を
計
ヒ
、
阪
業

収
入
は
前
年
度
に
比
較
し

一
五
、
六
六

七
千
円
の
増
額
を
見
た
わ
け
で
人
件
関

が
一
O
、
コ一
二
三
千
円
の

mを
見
る
の

も
止
む
ぞ
得
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

更
に
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

は
計
三
、
四
七
六
千
円
、
南
保
外
二
地

区
用
水
特
別
会
計
は
計
一
、
二

O
八
千

円
、
泊
外
一
地
区
用
水
特
別
会
計
予
算

は
計

一
四
二
千
円
、
朝
日
町
家
藷
診
療

所
特
別
会
社
予
算
は
訂
九
九
七
平
円
と

な
り
以
上
の
予
切
に
凶
係
あ
る
条
例
を

改
正
す
る
必
要
に
作
な
い
、
部

一
間

uv

議
案
か
ら
第
ご
七
号
議
案
ま
で
一
四
件

を
提
案
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
第
二
八
号
議
案
は
学
校
備
品
等

寄
附
採
納
の
件
、
第
二
十
九
号
議
案
は

昭
和
三
十
九
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
補

正
予
算
第
四
号
で
そ
の
内
容
は
町
税
の

増
徴
四
四
五
五
千
円
と
地
方
交
付
税
の

丘
、
五

0
1千
円
の
地
額
に
伴
い
、
主

・と
し
て
了
承
済
み
の
も
の
に
つ
い
て
予

算
佑
し
た
の
と
、
第
三
十
号
議
案
は
昭

和
三
十
九
年
度
朝
日
町
出
病
院
特
別
会

計
補
正
予
算
第
二
号
で
こ
の
内
容
は
医

業
収
入
五
、
八
四

O
千
円
の
増
額
に
伴

な
う
も
の
に
よ
っ
て
薬
品
代
の
増
額
分

と
給
食
材
料
費
に
充
当
し
た
も
の
の
処

悶
を
府
じ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
第
一二
十

一
号
法
案
は
明
円
町
間
定
資
席
評
価
指

査
委
員
会
の
委
員
一
名
任
期
満
了
に
伴

な
い
委
員

一
名
を
選
任
す
る
た
め
同
意

を
求
め
る
件
で
あ
り
ま
す
。

以
上
説
明
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ど
審
議
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

人

事

異

動

マ
警
察
異
動

（
朝
日
派
出
所
関
係
）

（
転
出
〉

脱
査
主
任
林
勇
太
郎

↓
上
市

捜

査

係

山

本

君

平

↓

砺

波

南
保
駐
在
汗

派
出
所
一
区
谷
口
軍
定
↓
八
尾

派
出
所
五

区

後

明

英

直

↓

高
岡

〈
転
入
）

八
尾
↓

捜
査
主
任
川
原
伸
顕

富

山

↓

捜

査

係

平

野

邦

弘

尚
岡
↓
警
察
検
問
所
寄
留
重
一

寓
山
l
v

同

大

上

博

新

総

↓

問

森

重

則

上
市
↓
山

崎

派

出

所

山

崎

標

的
柑
↓
派
出
明
四
区
大
浜
で
．郎

（
管
内
興
動
）

派
山
所
一
一、
z
一区
付
上
卸
蹴
派
出
所
二
区

持
所
在
地

飯

田
宗
信
派
出
所
三
区

同

伊

勢

百

勉

派

出

所

五

区

派
出
所
四
区
中
村
重
之
小
摺
戸
駐
在
所

山
崎
駐
在
所
者
綜
孫
吉
横
山
駐
在
所

青
木
駐
在
所
安
田
文
次
間
一
服
喰
在
所

u
t
F
一
区

マ
教
員
異
動

（
校
長
〉

新

旧

氏

名

問
芯
野
中
伯
尚

・
聞

酒

井

道

一

小

川

中

舟

見

小

沢

田

義

一

退

職

小

川

中

水

島

潔

国

家

小

泊

中

・

頭

魚

津

繁

次

南

保

小

笹

川

小

窪

田

市

蔵

宮

崎

小

泉

理

セ

大

田

弘

笹

川

小

泊

小

・

一

明

大

倉

太

三

郎

境
小

黒

・
大
市
施
小
・
頭

吉

田

実

一言

迫

職

宮

崎

小

中

谷

与

三
郎

凶

境

小

栄

沢

H
Wt
u

諭
〉 黒魚市

櫛－． 同
山尾経内
小山田小a

小！J、

同同同同
（
教新

旧

入

普

高

泊

同

問

魚

津

高

同

魚

津

工

高

同

泊

高

泊

中

間

桜

井

高

同

魚

津

高

同

舟

見

中

魚
・西

部

中

泊

中

舟

見

中

間

小
川
中

間

同

同

同

魚

・

東

部

中

泊

中

南

保

小

同

小

川

中

間

品

川

・

東

部

中

間

小

川

中

同

問

岡

山

崎

小

黒

・
田
家
小
大
家
庄
小

大

家

庄

小

泊

小

同

笹

川

小

山

崎

小

泊

小

同

大

家

庄

小

問

児

・
一一一
日
市
小

向

同

南

保

小

山

崎

小

同

師

・
清
水
小

五

箇

庄

小

泊

中

・

泊

小

五

箇

庄

小

同

南

保

小

同

宮

崎

小

宮

崎

小

泊

小

同

魚

・

西

部

中

笹

川

小

舟

見

小

同

色

…

・
東
部
中

退

膿

泊

中

同

五

箇

庄

小

同

官

崎

小

双
川
文
二

西
弁
達
吾

東

恒

作

体

得

明

，＼~J 

氏

名

石

倉

進

島

浅

松

広
川
ト
シ

ヱ

金
山

一
郎

土
井
和
夫

栃
沢
英
紀

野
沢
美
保
子

東
孤
正
政

大
森
行
雄

水
野
年
雄

永
見
み
さ

問
中
祇
一

柳
沢
太
門

草
野
三
郎

菊
地
信
夫

高
島
清
祐

本
村
胡
男

平
崎
保
彦

水
野
啓
子

秋
山
静
子

問
中
舘
二

長
谷
佐
多
義

加
藤
八
郎

柳
下
行
正

新
国
民
子

山
本
ひ
さ

谷
口

一
夫

松
本
秀
子

脳
波
美
雪

谷

俊

雄

竹
内
光
明

扇
谷
栄
美

水
島
ひ
ろ
え

竹
内
俊
一

桑
守
哲
朗

上
沢
正

一

太
田
ひ
ろ

岡
本
綾
子

尉
谷
利
雄
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昭和40年度朝日町一般会計予算
（一ll与借入金）

都 3条地JJL.1治法第23＇.：条の 3第2項σ；規定によるー附借

入金の借入れの民高額は 100.000千円と定める。

（議tu予算の流用）

部 4 ~長 地方自治法第220~長第2項ただ し.；！！<T.規定により品

出予算の各項σ；紅費の金額を涜吊することができる

場合は、次のとおりと定める。

(ti 各項にai・上した給料、 職員手当及び共済的（賃金

に係る共消費を除く）に係る予t~額に過不足を生じ
た場合における同一款内でのとれら¢経費の作J'.,Wの

聞の流j!l。

岡和40年度1;vJ卜llllJの一般会.11の予算は、択の定めるところに

よる。

（歳入政ti:'.予r;i:)

第 I 条 此入品提出・予算の総額は、蔵入続出それぞれ 238.4

96T円と定める。

2. 成人脱出1'5'iの，；立項の区分及び当説区分ごと j)金

額lま、 r~ 1表記主人歳出予算」による。

万 ｛白）

条 地h自治法よね230条第1J賓の規定により起すことカ

できる地方偵の起的の目的、限度額、 起債の方法、

利本及び償還の)j法は 「・m2表地Jj｛此｜による。

第 1表歳入歳出予算

（地

第 2

歳 入 歳 出

｜予防額 if日正i 手。｝ i予算額国 手：｝ 1・・1 u 1正i ｜！ ｜ 予~？：額 1

110 .5千4円7 
ヂドi 千円

6.25阿~ I Rlf 説 ①県白打i金 I .897 ！議 f、 t2 8.019 ＠水産業費

① ~I f 民 税 35. 75: ②県補 llJJ 金 35.335 2総 4句 費 52 .308 7商 工 費 2.913 

② l・'・i ~資産税 50.310 ③蚤 金 2.290 ① 総 務 作 詞1l!t 37.421 8土 木 質 36 .196 

＠肝 1・1動 rji.税 1 .862 ナ 1.l’ II・'. 106 ②徴 e‘、，e~ 'l~ 11 . 110 ① 土 木符理費 5.244 

@iたばこ間的税 IC. JOO ;, 、~’ 1；付 : . 31)6 <]' ' i tJ¥: i＿凶器J,Jit!t’ 2.423 ＠道路服従筒 4.670 

(f）） 肖’札 A 科L E .~CO u {.v': .!JS i、・． ③ i史 t~ 749 ① M fl! r岱 60 

@ 1、村’）I i以税 i90 !J .目 4~ 人 8'3~1l 伊枕 Jバ 査岱 493 ＠出 rli .. I・刷 費 26.120 
① Yi riff :'iそ切！ ！；＇~：：長 ’ 

Cf人 説 i . ~O 2i) ~ I~仏 代々口投 112 RI主 ’亡 笠 102 
I土ひ J泊 料

⑥；j( ;f.iJ地位説 3. 530 ② ill f子：u:'.f.1! j. ~11 3 以仕 岱 38 .訂7 9 if! U)i 貨 9.577 

2地 ）J fど 付税 ~5 . GOO ③貸付.:i>. Jl i!JJ！）.人 ！ ① fl：会 福祉 t!t’ 5.635 I D教門賀 44.213

①教行総務岱 ｜ 3.886 3 'l }J13. {iそ1えひ（'t 1T:l{tk i8.190 ＠＇＇淡 ノ＼ lオ② l山川岱 31.932 

① ）｝ れ（ 合 8 .113 I I llf「 '・ i 3:. ~iJO ③ ~）~ • 1-; .!'.'{ i:lJJ ·~？ I 0 ①／｜、’ア：校 ＇lli i g.~／ 1 

② Cl 判l Jr. 10 .077 4 ~·11 t~ I 9.398 ①中学校針 14.993・

4佐川料位び下数料 5.330 ①（汲舵 O!1t 'fJ1. 3.856 ＠社会教合貨

①使 HJ 来3 2.413 ② r,・, 111l t~ 5. 542 ＠｛以限 体行賞 970 

② T 世＇＇.（ 平・｝ 2.917 5ヴ？ ｛！到 白 11. 589 11災百血旧費 I2 .291 

5 t14 W ~ ll1 （~ I 35.254 ① イ）：； 1：対策岱 10. 59~ 12公的費 21.883 

① I 1<1 ftli （’l則合 9.999 ②労働ぷ岱 994 13 .i 主 :i'. 三主｜

② lt4 W Mi助金 23.655 6 J民総＊・＇宅菜貨 ！60 .907 14予 （~＇ii 笥 i 624 

③ ~ ／司、〈 1 .600 ①！；ぇ 1~ 首 I37 .610 

. 6 U1~ Ji. ll'i 金 I 39. 522 M主 ノ、 ι令ー、 I 29s. 4961② 林 ~ '[il I 17. 042 t誕 ノr"i .n I 2叫 496

避の Jj 法

3年措置17カ年半年鼠瓦不IJ必j哲；償還

全 上
｜年瞬間6カ年半年賦叫利j手rs;rn；宝

償F 
'T' ' 

"' 6. 5 
／， 

.fl] 

予

丸山飽工任iえ
1. o o o I普 通 t'iWi 
3. O o o I 内

27.9001 
3 1 . 9 0 0 

男IJ

i宝；ド｝』

表
－L

門

ω税

2
一
一
保
榔
減

第

一
一

5.360 
1 .350 
2 .438 
1 .695 
2.855 

195.026 
3.476 
1.208 
142' 
997 

214.547 

その他の特男1；会計

大家 ff ，診出所持~JI］会Ji•
智i：川診療 Pfr特別会』；1・
＇［；•； 崎 t診療所特別会計
境診療所特別会計
山崎，if; j民所特~JI除礼
的 病 院特別会Jt牟

簡 易 /}( 道特別会計
南保外二地区間水特別会計I
泊外一地区用水特別会a't
家葡診療所特別会計

.11・ 

算

μ
u
 

口組
3. !42 
臼.4臼
1. 574 

3 
981 
100 

58.371 

出
予

1竜
也
tせ
:lぇ
．借

金
賞

,ii 

－

J
1
n
vJ
M
J

．
 

計
国民健康保険特別会計

歳 入 ｜｜ 章 一

一軒一 一一？「寸－r_亙亙亡一二JJて二二二
・11国一民百：取保 険脱 ｜ 27 .21同I1総 傍
2位向i料汝 子数 料 ｜ 4りI2保険給
3 I吋附支 出 金 ｜ 26 .81711 3保健施
4県主 ll'i 金 ｜ 11711 4港 企菌
5財 雌収入｜ 102jl 5公 債
6 i袋 入 金I 4 .00111 s .活之
7繰越金｜ 111 7予備
8諸収 入｜ 761 
続人 合計｜ 兜.371 メL

[:] 

会

苦主

特
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泊
中
学
校
新
築
工
事
は
、

屋
内
運
動
場
の
新
築
工
事
を

最
後
に
去
る
二
月
二
十
八

n

金
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
の
新
築
工
事
は
、
昭
和

三
十
五
年
、
泊
中
学
校
、
境

中
学
校
の
両
授
が
統
合
し
、

間
和
三
十
六
年
六
月
よ
り
継

続
事
業
と
し
て
、
校
舎
（
鉄

筋
一
、
五
一
七
坪
、
木
造
九

七
坪
）
、
屋
体
（
鉄
骨
、

五

九
一
坪
）
合
計
（
延
三
一
一ニ

O

五
即
の
新
築
工
事
が
施
行
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
h
c

設
計
は
飯
森
建
築
設
計
ザ

務
所
で
計
画
さ
れ
、
臥
－mv
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
、
特
別
教
事

は
、
産
業
科
学
、
技
術
、
三

術
等
の
教
育
が
十
分
に
お
こ

な
わ
れ
る
よ
う
、

mm
ムヘ
北
怖

に
万
ん
と
を
朋
し
、
ま
た
川
内一

運
動
渇
は
住
民
数
を
考
思
し
、
バ
ス
作

ヅ

ト
、
パ
レ
l
コ
ー
ト
符
々
二
刷、

一
．断
に

は
成
道
場
が
泣
け
ら
れ
、

ク
ラ
フ
ハ
照
明

む
十
分
に
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
G

〈
工
事
概
安
〉

マ
校
舎
（
鉱
閉
）

此
問
通
教
室

二
ハ
、
特
別
教
室

一ハ）
、
作一一開

室

一
問
、
準
備
室
五
、
給
食
室
て
悦
刈
仁

マ
校
舎
（
木
造
）

待
遇
教
室
』
ハ

A
U
M

陀
内
躍
動
場
（
鉄
什
）

体
育
場
．
一一
・：

一郎
、
ス
・γ
！

と
ハ
ぃ
ハ
州
、

第
二
体
内
館
七
八
即
、
そ
の
他
竹
即
悔
い叡

と
し
て
、
線
開
．（
空
間
、
史
衣
吹
い
い
じ
一ハ
、
代
州

事
務
袋

一
、
シ
ャ
ツ

l
q二
、
山
所
．． 

、

〈
工
事
問
、

校
舎
崖
体
を
合
什
一

一美、一
O

一、九
七回
目

木
造
校
舎
移
築
質
豆
、
一
八
O
、
8
0川

敷
地
買
収
及
般
地
問

一回
、
八
芝
、
八
回
O
川

附
術
工
事
的

豆

、

o
一八、宮一
一室内

事

務

質

託

、一夫、八九
一一川

そ

の

他

矧

四

九

一七、七
七
衣
川

総
事
業
費

一八也、一一四八、八宗
門

な
お
趨
艶
に
あ
た
っ
て
、
阿
民
な
ら
ひ

ひ

泊中学校新築工事完了

さあ（約｜語録易会見）第116号(5) 

い

な

が

ら

に

し

て

献

血

も

、
什
ば
よ
い
け
が
出
か
げ
て
く
れ
ま
す

t

・rり
、
朝
日
町
役
場
民
生
課
へ
お
巾
し
込

移

動

献

血

車

「
白

ば

と

号

」

川
く
さ
J

い、

州

m川
の
山
肌
依
f
h

．K
ハ一一

一一
｜ベ
ヘ
ル
』き

品

で

も

胤

を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
不
安

、・
て
、
鍬
肌
し
た
い
と
心

ハ
て
お
ら
れ
る
を
・
む
1

て
い
ま
す
が
、
以
肌
仰
に
は
阪
附

L
Mは
県
。ト
に
に
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
ご

が
く
わ

L
，＼
必
断

L
ま
す
か
・
り
心
配
は
い

と
こ
ろ
が
日
献
胤
引
に
ロ
山
保
山
肌
は
緊
♂

け

ま
せ
八び

川
の
・む
の
は
と
・
も
か
く
と
し
て
、
必

ト

ヤ

献

肌

は

川

‘

・＼
OL

似
と
る
わ
け
で
す

山則被
七
二
タ

ー
か
県
中
央
病
院
茨
で
出
か
が
、
円
辿
飽
隙
体
な
ら
ば
、
作
に
．． 
川
は

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
じ
定
仏
い
しな
献
山
と
ぶ
わ
れ
て
い
ま
す
ο

つ
ま
け
、下
ハ
、
一一
い
を
つ
ぶ
し
て
沼
山
市
了
術
を
し
た
い
が
胤
放
が
な
く
て
で
き

ま
で
川
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
り
で
す
c

ょ
い
と

υ
う
e

」と
d
別
だ
に
お
き
て
い

2

そ
こ
三
、
も
、

と
便
利
な
飢
山
肌
力
法
は

山川
割
で
す

な
い

L
mμ
へH
4
、
反
則
さ
れ
た
の
が
拶
州
民
地
イ
内
包
泌
な
匙
ザ
ヤ
や
交
通
事
的
引
シ
／

献
山
肌
小
山
ほ
と
、
り
で
よ
J

h
こ
引
こ
ろ
三
す
か・
り
、
こ
れ
か
ら
ま
す

こ
の
’
h

－uと
L

リ
は

一
い十六
’、
J
一
ま
す
耐仙
波
が
必
誌
に
は
・
f

？
＼
る
二
、

＼

－F
、
ハ
ゴ
円
以
筏
H

つ
を
も
っ
て
い
ま
す

ζ

’P

町
内
会
内
f
u
m
入
会
、
行
匂
同
あ
ふ
い

は

甘

紘

m一し
た
と
き
に
は
献
血

F
怯
と
…
献
一

公
庁
ゃ
ん
ぷ
uvu
、

F
業
v

げ
な
ど
で
献
肌
ず
る
～
j

fナ
を
た
ら
え
ま
す

U

入
山
γ

L

T

一J
か
支
と
ま
れ
は
、
い
つ
で

・ハ別
け
引
に
め
れ
献
山
肌
む
、
み
ん
以
か

El
i
－
－

l
J
I
－
－
－
1
I
l
li
－
－
そ
ろ

っ
て
帆
臥
す
る
こ
と
は
’
H
分
什
・材
の

善

幸

子

華

週

台

二
川
写
る
こ
と
に
も
な
る

ρ
で

す

・
4

4

・
4

1

1

1

1

1

↑

巧
え
て
い
る
だ
け
で
必
く
、
た
行
い
に
w砂

川
J
す
J

J

I

一－
f
に
か
、

〆」
小
は
と

一
ナ
よ
う
に
し
ょ
，
つ
て
は
あ
り
ま
せ
人
か
・

札

川

し

丈

（

以

作

法

）

こ
山
山
門
納
山
に
は
、
今
後
咋
人
さ
れ

，ハ7
4

2

h

に

を

4
6
ゲ
て
守
バ
リ
、
ト
ハ
小
．

山
除
機

’一
川
一
一

γ
＼

1
ン

．． 
刊
か
，
h

・

一t
さ
れ
て
お
い
、

国関
川内七

Jμ
ー
と
し

て
A
t
徒
ハ
河川
引
か
問
パ

hJaL
℃
い
心

う
が
な
ぷ
訓
｝

に
町
外
有
志
各
位
の
物
心
削
耐
に
け
る
協

力
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
ザ

（
教
育
費
国
会
）

農
業
構
造
改

第

一
年
択
肢
業
構
出
ぽ
丹
市
dmヘ
レ」
L

て
、
ば
れ
剛
畝

mm二
C
、
七
戸
、

ー

グ
｜
一
台
、
版
業
機
械
格
納
問

一
一枇
力

一
川
間
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
一
引
が
世
グ
－上

れ
て
き
た
か
こ
の
ほ
ど
記
瓜
し
た
‘

L
恨
の
概
銀
は
伐
の
と
お
り
で
あ
λ
－

ω、
区
画
笹
原
耐
績
は
二

O
、
七
シ
三

一
一
枚
区
画
を
三
反
と
し
、
仁
ド
代
．

・川、

、

1
0
0下
円
で
す
す
め
ら
れ、

ι
1
1

．1
引
は
勝
山
相
、
政
川
山
U
H
M
に
よ

～

胤
訂
さ
れ
た
、

ω、
ト
ラ
ク

タ
ー
ば
一

h
（川
川、

じ

附
ソ
十

l
ド
リ
・
ノ
）

、
作
業
協同
は
け

引
リ

i
、
ブ
円
十
々
と
が
必
人
さ
れ
、

一
介
剛
山
弘
に
則
…
け
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る

、

一

ト
ラ
ク
タ

ー

一

、

一
－一七
六
了
川

一

作

業

機

て

二
－一日lじ
下
川

一

J

戸
、
h

ハ
プ
ー
「
川

一
問
、
民
業
積
一
概
格
納
陀
は

十
杭
二
f
k

↑

d
、
工
事
費
三
、

0
0
0千
万
円
で
品

一
岡
さ
れ
、
昨
年
十
二
月
一
日
か
の
三
川

一
村
鉄
工
所

（
品
川
山
市
）

に
よ
っ
て
仁
川
ド

老
人
に
温
い

思
い
や
り
を

戦
後
、
午
前
J
V

近
代
化
仁
と
L
な
い
、

ト八
を
く
川
凶
化
し
つ
つ
め
る
も
山

ρ
．
っ

と
し
て
在
人
川
凶
が
あ
り
志
す

J

心
配
ζ

と
州
議
岬
を
あ
ず
か
る
例
。い州

付
ん
一知
M
協
議
会
で
は
、
あ
ま
リ
に
し
多

い
V
乞
人
川
副
じ
悩
A
一℃お

η
ま
す

日
聞
社
叶
門
家
が
川
ば
れ
て
い
る
今
川
、
と

か
く
れ
ん
れ
や
家
凶
作
柄
引
中
で
巨
人
を
卜
〈

凶
に
よ

J

る
以
瓜
が
公
な
わ
れ
つ
つ
あ
り
家

す
巨
人
た
ち
が
心
か
ら
剥
勺
て
お
－U
れ
る

ζ

・
こ
な
、
ぷ
後
，
bm
日
に
お
い
て
や
利
引

一
ペ
川
・川

心
い
活
し
い
午
前
の
で
き
る
こ
と

。一
で
あ
り
一
ぶ
す
，
そ
の
た
め
に
も
話
人
の
多

く
は
長
令
Mm祉
年
金
の
酬
明
額
を
望
ん
で
お

ら
れ
ま
す
c

ま
た
地
近
、
刈
少
年
の
多
く
は
敬
老
精

神
に
欠
け
て
い
て
、
パ
ス
ゃ
れ
卓
、
沼
市

の山中
で
話
人
に
席
を
ゆ
ず
る
と
い
う
よ
う

な
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
療
な
ど
全
く
昆
ら
れ

は
く
な
り
ま
し
た
。

「
の
ぞ
ま
し
い
人
間

像
L

を
け
い
ざ
す
新
ら
し
い
教
育
の
中
で
散

在
精
神
を
強
く
縫

っ
て
も
ら
い
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
社
会
の
幼
労
者

と
し
て
巨
人
を
大
凶
に
す
る
迎
動
を
展
開

し
、町
の
寸
み
ず
み
か
ら
、
家
・
抵
の
中
ま
で

む
依
括
忠
似
を
皆
及
す
る
こ
と
こ
そ
、
明

る
い
社
会
組
ぷ
の
一
環
だ
と
存
じ
ま
す
G

み
L

凡
な
で
、
名
人
に
や
さ
し
い
思
い

や
η・を
よ
ぜ
ま
し
ょ
う
c

一
（
民
生
課
）

ゴ
ミ
容
器
を
置
き
ま
し
ょ
う

制

U
町
で
は
特
別
街
州
地
区
の
，コ

－i
収

出
に

h
令
い
を
則
し
て
叫
た
っ
て
お
り
ま
す

か
、
ま
だ
何
か
と
問
さ
ん
の
希
望
に
そ
え

ず
、
述
泌
を
か
け
て
い
る
こ
と
と
併
じ
ま

す
が
、
こ
こ
に
劇
場
担
、
の
筒
掛
夫
よ
り

・
叫
い
決
望
も
あ
り
、
実
状
凋
疫
の
う
え

一

パ巾
し
あ
げ
ま
す
＝

φ
則
明
似
ゴ
＝
、
収
集
に
4
1
た

F

，
て
い
る
町
内

山
作
家
庭
は
必
ず
ゴ
・
之
容
絡
を
備
え
付

け
て
く
だ
さ
い
じ
．コ
ミ
容
器
は
風
．
雨
じ

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
保
令
官
開
で
き

る
も
の
（
役
場
怒
川
に
て
終
純
澗
引
件

佐
し
て
お
り
ま
す
J
に
し
て
く
だ
さ
い

①
多
田
に
ゴ
三
が
排
出
さ
れ
る
場
合
は
、

役
場
民
生
課
に
辿
絡
の
う
え
、
そ
の
折

ぶ
に
従

っ
て
山
阪
地
開
場
ま
で
述
胤
聞
く

だ
さ
い
υ

①
γ

一
ミ
収
集
の
例
数
を
多
く
す
る
た
め
、

行
い
の
ゴ
ミ
は
な
る
べ
く
曜
芥
収
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
ず
－ヴ
ス
、
セ
ト
吃
ノ
、
担
雌
宵
の
不
燃
焼

物
は
毎
週
金
眼
目
に
必－
F
集
め
に
魁
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
民
生
課
」

内
ソ

ι

守，・
4
E
E
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(6) ひさあ

家
庭
教
育
学
級
も

昨
年
七
月
か
ら
開
設
さ
れ

て
い
た
、
間
利
一二
十
九
年
度

文
部
付
妥
似
川町
入
学
級
並
び

にい
X
川
村
一陥
川
引
・
業
の
米
・
恒

川円以内小川初
代は
こ
の
料、

ト八
き

久
・lh
也、l
一、，司、，
r
J

、

円，、、ノ

、、

T，
パ
M

H4
『－

3
．・
J

・
し

J

－

L

で
終
f
ょ
を
行
な
っ
た
，J

一＼
九
い宇和、円九一
J

円、ド
L

也

〈
，引い町
人
川
f
級
ゾ

・1

辺

住
市
と
針
・
併
し
一

／

f
ど
し
た
汽

U
，1・・川り
J
リリ
リ

じ
ト
ー
』
μぃ

内
ト
・
れ
れ

（燃j認鎚易会自）第116号

マ
学
雷
の
効
果

各
学
級
と
も
、
学
習
主
題
に
一
貫
性
が

あ
り
、
問
題
を
深
く
ほ
り
下
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
主
婦
が
職
業
を
持
つ
乙
と

の
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
の
岡
耐
に
つ
き
あ

ら
ゆ
る
向
位
か
ら
検
品
を
加
え
、
内
川
己
M

Mnし
学
者
を
法
上ゆ
と
し
て
、
わ
が
家
や
地

州
社
会
の
実
状
に
則
し
て
｜
賢
く
た
く
安

し
く
ル
吐
き
て
い
く
力
努
接
っ
た
。

一〉
今
後
の
問
題
点

：
服
装
削
人
の
搬
用
に
よ
り
、

学
級
午
．

と
な
り
学
習
す
る
に
は
、
大
き
な
奴
りわ・

を
宮
守
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

－e

、
学
内
が
、
i
と
し
て
夜
間
の
た
め
、
ふ
－

M
を
求
め
る
の
に
大
変
凶
離
が
あ
る
む

．－
、
什V
〈
川
省
後
酬
明
学
経
は
一
年
で
打
切・門

れ
る
た
め
、
せ

っ
か
く
も
り
十
F
，二

学
辞
麗
欲
む
な
く
な
っ
て
し
ま
・
勺
の
℃

引
紘
き
町
の
予
郎
で
開
設
さ
れ
ふ
こ
と

か
の
ぞ
ま
れ
る
の

問
、
小
級
役
い
同
の
仇
担
が
過
甫
い
と
な
る
，

r

ハ
、
制
入
の
教
育
を
尚
め
る
た
め
く
は
ど

ろ
し
て
も
鮒
人
教
育
専
門
職
品
、
ま
ん
J

は
財
人
教
育
指
導
自
の
州
出
荷
が
必
企
で

あ
る
。

（教
育
委
員
九
五）

八
写

真

〉

左
上
｜
五
箇
庄
婦
人
学
紐

左
下
｜
泊

婦

人

学

級

連

青

だ

よ

り

1
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昭
和
四
十
年
度
活
動
方
針

、
制
搬
を
燦
化
し
よ
－7
0

一、
川
町
市
助
を
光
だ
［
よ－
7
u

、
学
内
活
動
を
允
山
l
ょ，下

J

内
、
反
子
出
勤
を
強
化
1
1
f
～
ν

行
、
む
し
い
町
ペ
く
η
に
労
め
よ
う
σ

（
朝
日
間
連
合
肖
年
間
）

風
呂
の
上
手
な
入
リ
方

私
た
ち
日
本
人
は
古
く
か
ら
風
呂
好

き
な
民
族
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
a

け
分
の
身
体
に
応
じ
た
風
呂
の
油

、
，

士

服
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

i
－
一一

胤
自
の
温
度
は
人
に
よ
っ

L
4
J

二

て
迎
い
ま
す
が
、
使
氏
ご…
十

ぱ
』

ニ

八
度
か
ら
四
十
五
度
他
出
の

4
J
二

人
も
あ
り
ま
す
。

国園田

二

あ
つ
い
揚
と
ぬ
る
い
樹
は
ど

n
R
二

ち
ら
が
よ
い
か
と
巾
し
ま
す

川
本
＝

と
、
人
の
好
み
だ
け
で
な
く
、

ま
惹

＝

時
と
場
所
で
も
大
接
返

っ
て

き
Z
一
一
ま
い
り
ま
す
。
た
と
え
ば

m

hm二
肉
労
働
の
般
労
を
な
お
す
場

産

二

合
は
、
あ
つ
い
楊
を
脱
時
間

司
自

こ

で
き
り
を
あ
げ
た
万
が
よ
い

R
K
＝

ま
た
矧
制
労
働
の
疲
労
を
な

お
す
場
合
は
、

で
一卜
九
度山削
後
の
ぬ
る

い
潟
を
・二
十
分
似
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ

内
職
公
共
職
業
補
導
所
が

新
設
さ
れ
ま
し
た

本
年
四
月

一
円
か
ら
、
家
嵯
外
で
働
く

乙
と
の
凶
細
川
な
未
亡
人
、

主
婦
、
身
体
障

害
者
、
一
品
令
訴
事
を
対
象
と
L
て
、

富
山
巾
新
械
町

－（

一
．
n－更
生
館
内
に

二F
白
川
県
内
職
一
公
共
版
業
補
導
所
」
が
新

仰
心
さ
れ
ま
し
た
。
充
足
後
：
．ヵ
月
院
は
、

山
内
定
ー
将
の
実
態
把
採
に
長
点
を
お
く
と

と
も
に
、
門
職
内
あ
づ
せ
ん
に
も
1
た
る

こ
と
に
な

っ
て
お
り
芝
す
か
ら
、
出
陪
ご

州m
dく
だ
ざ
いJ

d

（
向
γ
L
係）

川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
グ

け

U
と
一作
山
兆
L
が
川川
え
は
じ
め
て

き
支
し
に
か
＼
そ
れ
に
作
な

「
て
作
家
低

か
ら
山
川
J

J

η

～・
γ
ミ
ハ
－M
も
ふ
え
て
き

ま
す
－u

日
山
近
，ユ
ミ
の
不
法
段
束
、

即
ち

「
川
に

h
74

ヲ
t

・nJ
－

く
り
入
っ
た
方
が
よ
い
。

血
圧
が
高
い
、
心
臓
が
悪
い
と
い
う

方
は
、
四
十
度
以
下
の
ぬ
る
い
湯
を
短

時
間
の
H
が
よ
い
と
一
五
わ
れ
て
お
り
ま

す。
ま
た
初
風
呂
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま

す
と
、

一
般
に
初
風
呂
〈
サ
ラ
揚
）
は

波
れ
る
と
一五
わ
れ
ま
す
。
げ
か
ら
沸
か

し
た
て
の
サ
ヲ
揚
は
強
い
か
ら
、
年
寄

り
ゃ
身
体
の
弱
い
も
の
は
、
は
い
る
な

と
去
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

サ
ラ
揚
は
、
人
間

ρ
皮
省
か
ら
脂
肪

や
般
イ
オ
ン
の
流
動
が
は
げ
し
い
と
．
ぶ

わ
れ
、
巨
人
や
弱
い
人
は
誰
か
が
入

っ

た
中
和
ず
み
の
風
巾
け
が
よ
い
と
云
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
前
の

晩
の
風
円
の
た
て
両
L
で
は
よ
く
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
入
前
川
数
は
将
通
の
風
円
な
ら

日
門コ

一
一川
、
温
泉
な
ら
ば

一
い二
・・
川
位

は
泊
叫
と
．
ム
わ
れ
ま
す
。へ

凶
作

h

却）

一

平
気
で
ゴ
ミ
を
昨
日
て
ち
れ
る
人
」
が
同
・4

っ
て
お
り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の
町
を
円

分
た
ち
の
手
で
美
し
く
し
よ
う
と
い
ろ
運

動
が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
き
、

こ
れ
は
全
く
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

法
律
の
う
え
で
は
、
川
仁
プ
ミ
を
供
て

る
と
厳
し
く
請
せ
仏
れ
る
と
と
に
な

っ
て

お
り
ま
す
が
、

な
に
よ

η
も
ま
ず
大
切
な

と
と
は
、
供
向
♂
道
徳
心
、
山
岬
＃
円
什

J

一M
m．－

川
題
で
は
な
い
で
し
、ご
っ
か
。

一
人
が
ひ
と
り
刀
ま
わ

η
を
き
れ
い
に

す
る
、
ゴ
ミ
の
な
し
ソ
む
し
い
町
に
こ
そ
以

派
な
人
聞
が
育
成
さ
れ
、
住
み
よ
い
町．つ

く
り
も
川
ぃ
大
別
す
る
の
で
す
a

一．
山
由
め
η

て
一
利
な
し
L

a

ゴ
ミ
ル
』

捨
て
る
人
を
け
川
ム
九
九
、
み
ん
な
で
一
正
直
し

古品
？
レ
ょ
・
つ
J

利
己
的
広
与
え
を
抗
て
、
ふ
川
町
一
叫
が
一

体
と
な
「

て
出
現
市
生
れ
浄
化
に
あ
た
り

去
し
ハ
・町
ブ
、
勺
に
巧
め
ま
・
L
？
っ
ェ

（
民
畳
ぷ
）
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三

朝
日
町
都
市
計
画
下
水
路

…
工

記

事
業
の

一
環
と
し
て
、
昨
年

一

rb
一一一

未
着
工
し
て
い
た
泊
下
水
路

一
み
剖
二
一一

の
第
一
期
工
事
は
こ
の
ほ
ど

一
事

一一一

鍛
工
し
ま
し
た
。

一
「
』

一一一

一
期
工
事
は
事
業
費
六
O

一
r
L
一一一

O
万
円
で
旧
凶
道
八
号
線
の

一
白
羽

一一一

木
疏
川
交
差
点
を
起
点
に
延

一

－

一
一
一
長
二
ニ
七

・
八
米
、
山

一
・

一
宮
ロ

一一一

一
O
米
、
深
さ
て

一
0
・ぷ

一
信

一
一
一
の
矩
形
コ
ン
グ
リ

11
5町

一
巳
止

を

で
す
c

四
十
一
年
度
は
、
七

一
水

一一
一

喜

一－一
0
0
万
円
で
朝
U
行

一

Fい
一一一

泊
店
前
の
旧
水
路
ま
で
延
長

一
庄

一一一し
、
洪
雨
期
に
お
け
る
泊
市

一

z’
一一一

街
部
の
浸
水
を
解
除
し
よ
う

・＝

と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
四
十
二
年
度
以
降
は
田
町
排
水

路
を
改
修
し
、
そ
の
排
水
効
県
を
地
十
八
さ

せ
る
計
闘
で
す
。

ま
た
、
明
日
町
以
火
の
排
水
路
て
ゐ
る

木
流
川
の
改
修
も
市
街
部
の
上
下
流
か
完

成
し
、
四
十
年
度
は
銭
さ
れ
た
市
街
却
の

改
修
を
行
な
い
、

木
流
川
の
氾
濫
に
よ
る

ひさあ（~~I語；4：~~~r）第116号(7) 

円以
水
解
除
を
行
な
う
予
定
で
あ
り
ま
す
υ

（建
設
課
）

山
崎
保
育
所
竣
工

四

月

泊、

ら

開

所

山
部
の
山
附
似
品
川
一
叫
が
、
地
収
川
氏
あ
げ

て
の
ご
陥
刈
と
、

前
凸
同
業
折
州
選
上
越
株

式
会
杭
の
市
選
L
た
技
術
に
よ
り
、

ほ
と
み
ご
と
じ
完
成
し
ま
し
た
G

川、
保
育
－
附
の
ん
k
u
N
は
山ハ
い）
ヌいで、

申
込
山
童
数
が
八
心
名
あ
り
ま
す
が
、
似
一

月
か
ら
は
、
次
代
を
門
負
う
大
切
な
児
童

か
こ
の
保
育
所
で
育
成
さ
れ
ま
す
c

以
近
特
に
強
く
川
は
れ
て
い
ま
す
人
間

U

掛
礎
づ
く
り
の
場
と
し
て
十
二
分
に
活
周

さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

〈民
生
諜
）

写

真

左
よ

l
泊
市
街
下
水
路

左
下
l
木
流
川
排
水
路

省
よ
l
山
崎
保
育
所

右
下
l
新
鋭
大
型
消
防
車

農

地

等

の

取

得

資

金

及

び

自

万
円
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

作

農

維

持

資

金

借

入

れ

こ

つ

自
作
農
維
持
資
金
貸
付
金
に
つ
い
て

ー

は
、
従
来
と
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

い
て
お
知
ら
せ

「利
率
は
年
五
分
、
償
還
期
間
二
十
年

出
家
の
皆
さ
ん
服
地
を
闘
う
の
に
資
以
内
、
貸
付
金
額
三
十
万
円
ま
で
」。

合
か
必
世
な
と
き
、
災
世
の
た
め
牒
作

農

地

取

得

資
金
及
び
自
作
股
維
持
資

物
が
誠
収
し
て
粁
日
に
必
民
な
資
金
が
金
を
借
り
よ
う
と
す
る
人
は
、
脱
業
経

不
足
し
て
い
る
と
き
に
、

量
地
取
得
資

位
主
ま
た
は
民
業
経
営
主
と
な
ろ
う
と

金
や
自
作
曇
維
持
資
金
を
的
り
る
こ
と
す
る
人
で
、
乙
の
資
金
貸
付
け
に
よ
り

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
金
を
活
用
し
農
業
経
営
の
改
善
安
定
が
は
か
ら
れ
る

て
農
業
経
鵠
規
模
の
拡
大
、
農
業
経
営
農
家
で
、
そ
の
農
家
の
農
林
所
得
が
阪

の
改
誇
を
は
か
り
、
希
望
の
も
て
る
明
則
と
し
て
そ
の
農
家
の
所
得
の
半
分
以

る
い
農
業
を
常
む

一．

；・

hlu－－
1
ぺ1
1
1
h

’・

白l
j
上
あ
る
農
家
で
な

4
つ
に
し
ま
L
ょ

一
曲

目

世

帯

陣

営

Z
3善
三

け
れ
ば
な
り
ま
せ

w

－

1
01
！

J
I
Uj

i
t
－
－卜
l
ト
し

ん。

こ
山
資
金

ω相
談
は
役
場
産
業
課
農
ま
た
農
業
に
従
事
す
る
回
数
が
他
の

業
委
員
会
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
産
業
に
従
事
す
る
回
数
よ
り
多
い
こ

。
改
正
に
な

っ
た
貸
付
制

度

と

、

農
地
法
第
三
条

（
農
地
売
買
の
知

間
利
・
六
十
八
年
度
か
ら
什
作
農
維
持
惑
の
許
可
）
の
許
可
済
の
・
も
の
等
が
条

創
設
資
金
制
度
が
改
ド
け
に
な
り
・
取
得
資
件
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

合
は
従
米
か
の
め
る
股
地
取
得
資
金
の
こ
の
制
度
は
真
の
農
家
の
経
部
剥
脱

貸
付
条
件
を
よ
く
し
て
、
乙
れ
に
木
製
拡
大
と
経
営
改
器
の
た
め
の
制
度
で
あ

地
取
叫

ω場
合
も
貸
付
け
す
る
と
と
に

り

ま
ず
か
ら
、
十
分
限
解
の
う
え
、
誠

な
り
、
貸
付
利
不
は
年
一一一
分
以
M
で
、
解
の
な
い
よ
う
、
せ
い
ぜ
い
C
利
川
く

償
還
期
間
は
二
十
五
年
以
内
、

貸
付
金

だ
さ
い
。

額
は
貿
人
倒
的
の
純
削
内
で
鼠
尚
八
十

こ
ハ山

~ 
u: 

お

わ

び
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L Iこ

新
鋭
大
型
消
防
車
購
入

明
日
町
で
は
こ
の
ほ
ど
新
鋭
大
相
泊
防

中
一
台
（
一
ご
一
九
万
円
』
を
購
入
し
、
加

・；J

い川
ν

一分
間
（
火
山
花
）
に
配
車
し
ま

L
た
υ

－h
uご
い
が
’
〈

（

高

l
t
ツ
サ
ン

一
一
心
馬
h
H

・
放

叫
が
れ

υE

水
量
毎
分
二
、
七
F
H
UU
）

（
消
防
署
〉

丸
山
み
T
’ua

E

一

町
民
税
の
税
率
が

一

変
わ
り
ま
し
た

一

附
利
凶
十
年
度
か
ら
町
民
税
の
課
税
方

一
式
が
全
国

一
律
と
な
り
、
本
文
方
式
と
し

一
て
統
一
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
一
月
号
で
す
で
に
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
で
す
。
乙
れ
に
伴
い
ま
し
て
、

所
得
制
の
税
率
も
改
正
さ
れ
る
と
と
に
な

り、

一二
月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
新
し
い

税
率
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し

た。

（
産
業
課
）

所得制 の税率

課税標準額

15万円以下の金額
15万円をこえる金額
40万円をこえる金額
70万円をこえる金額
100万円をこえる金額
！日］万円を乙える金額
2日力．刊をこえる金額
400万円をとえる金額
600万円をこえる金額

1.000万円をこえる金額
2.000万円をとえる金額
3,00Q万円をこえる金額
5.ooo：万円をこえる金額

税 率

3 % 
4. 5 
6 
7. 5 
9 

1 0. 5 
I 2 
l 3. 5 
1 5 
1 6. 5 
l 8 
1 9. 5 
2 1 

〈
説
務
課
）



農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い
の
で

こ
の
釈
服
に
は
予
め
そ
の
対
策
を
十
分
立

て
、
特
閣
を
万
全
に
し
て
行
く
べ
き
で
あ

る
。
本
年
の
常
山
地
方
封
象
台
が
鞘
友
し

た
北
陵
地
方
の
隅
．
般
期
予
報
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
乙
の
期
間
は
天
候
の
疹
．
動
が

大
き
い
傾
向
が
あ
り
支
す
。
阿
、
五
月
の

天
候
は

一
鞍
に
ほ
順
調
で
し
ょ
う
。
し
か

し
一
時
紙
慌
の
昨
閉
が
あ
り
、
内
院
で
は

お
そ
霜
の
お
そ
れ
が
あ

η
変
・す
u

ー
｜
」

仰
い
附
の
人
り
は
山
中
め
、
あ
け

一
宮
巳
一

は
お
お
む
ね
半
年
ど
お
り
で
し

一
5
・二

ょ
う

d

尚
一
泊
は
地
凶
A
が
よ
さ

一

一

く
、

一
時
妥
向
が
服
念
お
れ
ま

一
＆
λ
一
す
が
、
玄
た
六
、
じ
H
N
は
、
北

一・

a
q
一
昨
を
台
め
北
日
本
を
中
心
に
時

一

一
々
低
叫
が
川
崎
わ
れ
る
け
抽
込
み
だ

一
軍
一

す
d

叩
u閉
の
ト
訟
は
ほ
ぼ

i

－
 

一司－
2

．
一
半
作
政
み
で
す
が
後
励
が
め
り

…

一

一
秋
の
品
れ
は
恩
け
で
し

5
っ
。

一
色
定

一
な
お
本
土
に
影
響
す
る
合
胤
は

i
l－

－

－
 

一
回
万

一
昨
年
（

一．M
〉
よ
り
多
目
の
見
…

f
｜
｜
」
込
み
で
す
。

四
月
慨
況
l
ww動

性
高
気
圧
の
同
時
雌
慢
で
時
々
健
か
な
．大
河
に

な
り
ま
す
が
長
つ
づ
き
は
し
な
い
で
し
ょ

句
。
平
向
気
混
は
平
年
並
み
か
多
少
両
日

L
’
・

の
見
込
み
で
す
。
た
だ
し
．

一回
位
は
気
温

・

計

一
一
か
下
が
り
特
に
下
旬
は
冷
え
る
日
が
あ
り

刊

一
そ
う
で
す
。
降
雨
量
は
平
年
放
み
か
少
な

…

第

一
同
、
ま
た
日
間
り
は
平
年
並
の
凶
込
み
で

…

1
j
一
す
。
流
川
眼
前
｜
上
旬
に

一
附
冷
い
尚
υ同

日
制
一
圧
が
通

っ
て
か
ら
は
川
合
い
附
れ
る
H
が

…

月
伽
一多
い
で
し
ょ
う
。
平
均
以
掘
は
山
川
日
、
降

8
使

一
一雨
量
は
平
年
説
、
ま
た
、

日
間
は
多
目
の

出
掛
一
見
込
み
で
す
。

初
刊
一

稲
作
管
理

問
第
一

泊
代
則
は
大
似
予
報
か
ら
比
て
仁
川
敏
盆

／、
、
一
助
が
大
き
い
の
で
、
似
担
能
力
の
刈
い
曲

…

一
代
様
式
が
好
ま
し
い
。
ぷ
の
仰
い
仰
や
フ
エ

一
ン
現
象
の
尚
祖
乾
繰
期
に
十
分
在
感
し
て

…

－
商
代
官
躍
を
し
て
く
だ
さ
い＼い

昭和 40年 4月 10日
月刊（毎月10日発行〉ひさあ

保
温
折
裏
商
代
で
は
除
紙
鍛
が
お
く
れ

で
ど
↓
J
ま
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
出
荷
さ
れ

な
い
よ
う
、

完
全
葉
二
枚
目
の
伸
長
崎
を
な
い
よ
う
に
作
付
け
に
あ
た
り
計
回
し
て

目
安
に
、
被
覆
回
数
に
と
ら
わ
れ
ず
、
商
く
だ
さ
い。

こ
が
ね
も
ち
が
単
奨
励
品
種

の
生
育
程
度
を
基
準
に
除
紙
し
て
く
だ
さ
に
保
用
さ
れ
ま
し
た
、
も
ち
米
は
予
約
制

ぃ

。

で

す

か

ら

乙

れ

も

注

意

‘し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
除
紙
時
期
に
は
現
象
予
報
に
樹
・
威

川
極
の
特
性
表
は
近
く
印
刷
配
布
す
る
予

し
て
お
だ
や
か
な
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
店
で
す
の
で
、
特
性
を
十
分
岡
山
揮
の
う
え

特
に
フ
ェ
ー
ン
現
象
の
近
い
こ
と
が

判

以
附
し
て
く
だ
さ
い
。

附
し
た
と
き
は
、
思
討
に
除
紙

t
、
栴
・
配
下
地
力
の
湖
進

し
て
出
向
障
害
を
同
避
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
多
収
の
稲
作
の
繋
訣
は
地
力
の
増

今
年
の
奨
励
品
種
l
準
要
励
ロ
m
縄
が
変
進
が
第

一
で
す
。

本
県
と
し
て
は
特
に
本

わ
り
ま
し
た
。
本
県
の
産
米
改
良
の
同
地
年
の
稲
作
増
収
の
見
地
か
ら
県
民
一
致
の

か
ら
、
慢
場
で
取
扱
わ
れ
る
も
の
は
抵
刷
躍
動
と
し
て
取
り
あ
げ
て
い
ま
す
。

品
師側
ま
た
ぱ
世
時
附
品
種
の
も
の
で
と
の
日
は
雄
略
肥
の
地
施
に
し
て
努
力
し
て

申
し
合
わ
せ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
き
た
わ
け
で
す
が
、
本
年
は
珪
か
り
の
増

す
で
に
ご
ポ
知
の
と
お
り
で
す
か
山
、

地
に
よ
り
、
州
出
山
聞
か
ら
稲
作
を
守
り
た

I
A
年
か
ら
、
山
除
十
七
号
、
汁
モ
ャ－
h
o
j

い
L
C
考
え
乙
の
辿
動
と
な
っ
た
の
で
す
。

が
、
板
、仙
H
m
M
聞
か
ら
除
外
さ
れ
芝
1

に
ん
の

杭
慣
の
眼
収
量
の
多
い
い
ね
ほ
ど
多
収
で

る
・

φ

け
で
は
な
ば
な
し
く
展
開
し
ま
す
。

の

ど

自

慢

コ

ン

ク

ー

ル

今
作
は
、
新
…趣
向
を
と
ら
し
北
日
本

一

公

開

録

音

政
送
の
公
一
附
録
音
の
ど
白
世
コ

ン
ク
l

…

F

：
t
i
i
；
i
’
o

J

W

」
を
つ
ぎ
の
媒
制
で
、
闘
能
し
ま
す

…

－A
U
R
花
見
は

r
f
C川
出

か

ら
、
わ
れ
と
思
わ
ん
の
ど
自
慢
の
万

…

’一
月
何
例
の
観
桜
会
は
、
昨
何
－
f
1
；

B

ト

は

ハ

リ

キ
ツ
テ
参
加
し
て
く
だ
さ
い。

の
四
月
十
六
日
（
金
）

正
午
か
み
の

E

…

A
U

の
ど
自
慢
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
要
領

φ

争

一

、
β
時

一

円
月
十
六
日
午
後
二
時
よ
り

二
、
場
所

的
小
川
出
山
川
、
小
丸
山
公
園

一三
出
場
申
込

〆
切
則
円
（
予
定
）
同
月
ト
円

主
俄
者
披
ぴ
に
附
込
先

朝
日
町
商
工
会
、
北
日
本
放
送
局

な
お
、
当
後
は
ぽ
ん
ぼ
り
円
余
慢
、
カ

ガ
リ
火
五
基
を
準
備
し
ま
ず
か
ら

「
夜
…

桜
見
物
と
シ
ヤ
レ
と
む
の
も
ま
た
棄
し

か
ら
ず
や
」
で
す
。
但
し
，
陶
天
願
延
で

…

泌
人
の
ど
自
慢
コ
ン
ク
ー
ル
は
公
開
録
…

汗
で
中
継
し
ま
す
。

（
制
先
係
）

(8) 

長
期
予
報
か
ら
み
た

稲

作

管

理
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す
。
反
当
り
碓
か
り
五
袋
を
耕
起
前
早
目

に
施
用
し
て
労
力
の
調
整
を
し
て
く
だ
さ

、
。骨

施
肥
の
合
理
化

本
年
の
天
候
か
ら
予
測
さ
れ
る
の
は
倒
伏

で
す
。
倒
伏
は
米
質
の
低
下
を
き
た
し
、

そ
の
う
え
刈
取
り
労
力
が
大
変
で
す
。
元

肥
を
規
制
し
、
糊
肥
の
や
れ
る
よ
う
な
稲

作
乙
そ
本
年
の
施
肥
の
問
題
で
す
。

そ
の
量
に
つ
い
て
は
土
質
に
よ
り
異
な
る

の
で
十
分
普
及
員
や
常
農
指
導
員
に
相
談

の
う
え
施
し
て
く
だ
さ
い
。

（
朝
日
農
業
改
良
普
及
所
）

川
町
一一
一

成
人
病
検
診

同
月
二
川J

十
－一一
時
J
十
五
時

小
在
池
公
民
館

内
月
二
十
七
日
十
三
時
J
十
五
時

．蜂
谷
公
民
館

乳
幼
児
検
診

問
月
七
計
、

十
三一
H

十
三
時
J
十
五
時

的
公
民
館

十一一一時
J
十
五
時

境
連
絡
所

同
月
一
一十
日

定
期
概
邸

内
円
二
十

日
同

十
三
時
J
十
五
時

日
川
公
民
館

問
月
二
十
二

日

十

三
時
J
十
五
時

農
業
セ
ン
タ
ー

母
親
教
室
・
純
鮒
検
診

四
月
二
十
三
日

十

三

時
J
十
五
時

保
健
所

脱
関
節
脱
臼
児
検
診

同
月
二
十
八
日
十
時
J
十
五
時

保
健
所

0

・
車
に
の
る
と

eに
は
へ
ル
メ
ツ
ト

を
か
ぶ
ろ
う
h
q

へ
W
メ
ツ
ト
を
か
ぶ
っ
て
単
車
に
の
る

笹
は
、

若
い
人
に
は
イ
カ
ス
絡
好
で
し
ょ

う
。
し
か
し
絡
好
が
よ
い
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
交
通

併
故
か
ら
頭
を
守
る
た
め
で
す
。

単
車
に
の
っ
て
い
て
死
亡
し
た
人
の
う

ち、

頭
を
打

っ
て
亡
く
な
っ
た
人
は
八
六

、
四
%
も
あ
り
ま
す
。
逆
に
、
死
亡
事
故

を
防
ぐ
に
は
、
頭
を
守
れ
ば
大
部
分
が
助

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う。

。．

尚
甲
車
に
ま
た
が
る
と
、
い
か

与
包
m
m

に
も
労
ま
し
く
、
ス
ピ
ー
ド
を

出

楽
し
み
た
く
な
る
も
の
で
す
。

『

E
m
そ
れ
は
ス
ク
l
タ
に
の

っ
た
と

！： 
F
2
m
き
に
比
べ
て
も
、
安
定
性
が
あ

’i
・…

り
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
こ
と
で

明証
m

わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
単
車
は

出

身
体
全
体
が
踏
出
し
て
お
り
、

交

肌

な
に
か
に
ぶ

つ
か
っ
て
も
身
体

を
保
鹿
す
る
も
の
が
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
頭
に
つ
い
て
は

一
番
危
険
な
構

造
に
な

っ
て
い
る
乙
と
か
ら
も
、
頭
を
保

護
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

い
の
ち

が
助
か
っ
た
も
の
の
、
一
回
部
障
害
者
の
五

回
弱
は
後
遺
症
が
残
り
苦
し
ん
で
い
ま

す
。ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
の
は
カ
ツ
コ
が

必
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
何
よ

り
も
命
に
か
か
わ
る
乙
と
で
す
。
単
が
に

の
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

り
ま
し
ょ
う
。

（
総
務
課）
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